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ポスター展（図3）や、フランス企業のリストを掲載してフランス製品のボイコ

ットを訴えるページなどが登場。インターネットによってさまざまな形での国際

的な「草の根運動」が展開された。地球市民という意識の形成に果たすインター

ネットの可能性を示した動きとして注目される。

（編集部）

1995年9月4日、沖縄で起こった米兵による少女乱暴事件によって浮き彫りにさ

れた沖縄の米軍基地問題は、村山総理が沖縄県知事を提訴するなど、日本の国政

を揺るがす大きな問題となった。地元の新聞である琉球新報と沖縄タイムスが事

件を報道後、県内のマスコミでは96年2月現在でも途切れることなく一連の事件

についての報道を行っている。「米兵3人による婦女暴行事件に抗議する会」の代

表として活動を続けている砂川孝児さんは9月9日にテレビ報道で事件を知り、9

月 12日 に は 友 人 と と も に 抗 議 の た め メ ー リ ン グ リ ス ト （ marine-ml-

request@mb.inforyukyu.or.jp）を開設した（表1）。

事件を知ってから何か自分でもできることはないかと考えたという砂川さんは

「商用プロバイダーが県内にでき、日頃の業務でも使っていたので、インターネ

ット上で抗議活動を行うことは自分にとって自然ななり行きであった。インター

ネットが使える環境でなければ、ここまで具体的に活動することはなかっただろ

う」と、語っている。

9月13日にはホームページ（http://www.inforyukyu.or.jp/~koj/rape/）を開設

（図1）。18日からは抗議のための署名集めを行い、最終的には3,230名の署名を米

国大統領へ提出した。1995年6月からホームページを開設している沖縄県庁でも、

今回の事件については県の抗議要請文を9月22日に掲載するなどの抗議を行って

いる（図2）。

折からのインターネットブームもあって砂川さんの活動は県内でも注目を集

め、県内の新聞やテレビなどでも大きく取り上げられた。また、メーリングリス

トやNetNewsを通じて本土の多くの人々に沖縄県の実情を知らしめるきっかけと

も な っ た 。 今 で は 「 http://www.inforyukyu.or.jp/~sigeiti/」

「http://www.well.com/user/nobumasa/」など、基地問題を掲載したホームペー

ジがいくつもできている。

（瑞慶覧　辰）

沖縄の基地をめぐる住民運動
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第 1 章日本のインターネット、この1年の動き

図2 米国基地に対する沖縄県の抗議要請文

図1 砂川氏による沖縄基地問題に関するホームページ

表1 marine-mlの総トラフィック数

1995年 9月12日  

　　　  9月14日 

　　　  9月30日 

　　　10月26日 

1996年 1月22日 

開設 

 100 

 500 

1,000 

  2,000 
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